
　目まぐるしく天候が変わるなか、序
盤から上位争いを展開しつつも、最
後はピット作業の差で表彰台を逃すこ
とになってしまった第１戦岡山から、
TGR TEAM ENEOS ROOKIE は 多
忙なスケジュールを経て、ゴールデン
ウイークの一戦となる第２戦富士を迎
えた。チームにとっては本拠地での地
元レースであり、負けられないラウン
ドだ。2021 年、2022 年と開幕戦
で優勝を飾っていたことから、この第
２戦は重いサクセスウエイトハンデを
負っていたが、今回は戦える重さだ。
　今シーズンはコロナ禍の規制も明
け、走行初日となる５月３日（水・祝）
から非常に多くのファンが詰めかける
なか、午前９時 05 分からの公式練習
に臨んだ。第１戦はレースウイークを
通じて不安定な天候だったが、この日
の富士はまさに五月晴れ。上着も不要

な暖かさのなか、ENEOS X PRIME 
GR Supra は大嶋和也がステアリング
を握りコースイン。セットアップを確
認していった。「走り出しからすごく
フィーリングは良かったです。特にロ
ングランのペースが良かった」という
大嶋は、好感触を得ると赤旗中断を挟
みつつ 12 周を走りピットイン。早々
に山下健太に交代する。
　代わった山下もすぐに決勝レースを
見据えたロングランのテストを敢行。
その後もピットアウト〜インを繰り返
しつつ、セッション終盤には１分 27
秒 639 というベストタイムを記録。
２番手という好位置で公式練習を締め
くくった。

「公式練習からすごく調子は良かった
です。選んだタイヤも合っている印象
ですし、一発のタイムもロングランも
良い感触でした」と山下もひさびさに

ENEOS X PRIME GR Supra に抜群
の好感触を得ていた。
　公式練習の後も、フルコースイエ
ローの訓練では大嶋がステアリングを
握りロングランを実施。またひさびさ

に復活したサーキットサファリでも大
嶋と山下がわずかな時間ながらドライ
ブ し、ENEOS X PRIME GR Supra
は予選に向けて着実に仕上げられ午前
の走行を終えることになった。

公式練習 ５月３日（水）　天候：晴れ　路面：ドライ
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　４万 8600 人という大観衆が訪
れ、晴天のなか迎えた５月４日（木・
祝）の決勝日。予選４番手という好位
置につけ、レースに向けて大きな自
信をもっていた TGR TEAM ENEOS 
ROOKIE の大嶋と山下だったが、午後
１時 30 分のスタート直後から、レー
スは思わぬ展開となっていった。
　スタートドライバーを務めた大嶋
だったが、オープニングラップからタ
イヤが温まらない。決勝に向けて自
信を持って選んでいたタイヤが、レー
スのコンディションに合わなかったの
だ。１周目、大嶋はズルズルと順位を
落とし９番手へ。その後、タイヤに熱
が入ってからもグリップがなく、「な

　GT300 クラスの公式予選 Q1 に
続き、午後３時 48 分にスタートした
GT500 クラスの予選 Q1。爽やかに
晴れていた午前に比べるとやや雲が増
え、気温も低下していたが、そんなな
か、ENEOS X PRIME GR Supra は
山下を Q1 のアタッカーに据えた。
　山下はしっかりとタイヤをウォー
ムアップさせると、４周目にタイム
アタックを行う。ここで１分 26 秒
968 を記録すると、さらに翌周もア
タックを行ったが、まさかの１分 26
秒 968 と、２周続けての同タイム。
とはいえQ1突破には十分のタイムで、
４番手で Q2 の大嶋和也に繋いだ。

公式予選

決勝レース

５月３日（水）　天候：晴れ　路面：ドライ

５月４日（木）　天候：晴れ　路面：ドライ

　GT300 クラスの Q2 を挟み、午後
４時 26 分にスタートした GT500 ク
ラ ス の Q2。ENEOS X PRIME GR 
Supra に乗り込んだ大嶋は、タイヤを
ウォームアップさせ６周目に１分 26
秒 962 を記録する。ただ、「思った
よりタイヤのウォームアップが来な
かった」ため、チェッカーをギリギリ
で通過すると再度アタックを敢行。１
分 26 秒 743 までタイムを縮め、４
番手に浮上してみせた。

「ロングランの方が良さそうなので、
チャンスがあると思います」と決勝に
向けて好位置につけ、大嶋はレースに
への自信をみせた。

んとかやっとついていける状態」と
なってしまう。#19 GR Supra を先
頭とした６番手争いの集団に食らいつ
いていくも、まったく予想だにしない
苦戦となってしまった。
　 大 嶋 は #17 NSX-GT や #1 Z 
GT500、#39 GR Supra と の バ ト
ルを戦いながら、タイヤを保たせつ
つレースの３分の１を消化。さらにポ
ジションは下がってしまっていたが、
34 周を終えピットに戻り、山下にス
テアリングを託すことになった。
　山下は、大嶋が履いていたタイヤと
は異なる種類のタイヤをチョイス。前
日にロングランで手ごたえを得てい
たもので、ここから追撃を開始した。
46 周目に #17 NSX-GT を、50 周
目に #19 GR Supra をパスし、ポジ
ションを奪還。さらに 60 周目には
#3 Z GT500 をかわし、71 周目に
は #23 Z GT500 の背後へ。73 周
目にはこれをオーバーテイクするな
ど、ハイペースで順位を戻していく。
　山下は 66 周を終えてふたたびピッ
トインし、これで今回のレースで義務
づけられていた２回のピットインをこ
なす。ここからは再度の追い上げだ。
　73 周目には 10 番手までポジショ
ンを上げると、そこから他車のピット
イン等もあり、74 周目に９番手、75
周目には８番手に浮上。83 周目には

#37 GR Supra をかわし、７番手ま
で浮上した。すると山下の前方に、バ
トルを繰り広げていた #8 NSX-GT、
#17 NSX-GT、#3 Z GT500 の 集
団が近づいてくる。しかしレースの残
り周回が少なくなっていった。
　しかし諦めない山下にさらなるチャ
ンスがやってきた。96 周目、３番手
を走っていた #24 Z GT500 がアク
シデントによりストップ。これで同じ
周に #3 Z GT500 をかわしていた
ENEOS X PRIME GR Supra は５番
手につける。すると、今度はチェッカー
間際の 99 周目、３番手だった #8 
NSX-GT がガス欠症状に見舞われた。
　これで山下は４番手に上がるが、前

を行く #17 NSX-GT を追撃するも、
先にチェッカーを迎えてしまった。
ENEOS X PRIME GR Supra の順位
はグリッドと同じ４位。序盤の苦しい
展開からすれば素晴らしいリカバリー
だったが、予選までは勝てる手ごたえ
があっただけに、チームにとっても表
彰台に乗れない悔しさが残った。
　レース後、２日間チームを見守った
豊田章男チームオーナーは「勝ちた
かったね」とメンバーに声をかけ、さ
らに「でもシーズンはまだ２戦。勝つ
よ。どこかで」と全員を鼓舞した。そう。
まだシーズンは始まったばかり。得点
も積み重ねているこの２戦は、今後の
シーズンに活きてくるはずだ。



ドライバー／監督コメント

決勝レースでは絶対に強いはずだと選んでいたタイヤが、まったく発動しない状況で自分も驚き
ました。温まってからは追い上げようと思っていたのですが、熱が入ってからもグリップがなく
て。正直、序盤はついていくのでいっぱいいっぱいでしたね。クルマの調子が良かっただけにス
トレスがたまる序盤戦になってしまいましたが、みんなで選んだタイヤですからね。仕方ないで
す。それに山下選手が良い感触で走ってくれて、あの位置まで追い上げてくれたのは良かったです。
まだ課題はありますけどね。次戦の鈴鹿は得意なわけではありませんが、なんとか上位に入りた
いと思いますし、今季は２戦連続で４位に入っているので、上位フィニッシュしてシリーズを優
位に進められるようにしたいと思っています。

今回２種類のタイヤがあり、序盤の大嶋選手が苦しい展開だったので、僕のスティントからは違
うタイヤを履きました。前日からロングランに手ごたえはあったので、なんとか巻き返せればと
思っていましたが、ライバルのストレートスピードが速かったりと、パッと抜ける状況でもあり
ませんでした。60 周をかけてやっと４位まで上がりました……という感じですね。ただ序盤、大
きくポジションを落としてしまったことを考えると、最低限の結果かな、と思います。優勝を目
指していましたし、うしろからスタートした車両が優勝しているので悔しさはあります。次戦の
鈴鹿はあまり得意ではありませんが、地道にポイントを獲り、あまりサクセスウエイトを積まな
い状況で第４戦の富士に乗り込みたいですね。そこで優勝したいと思っています。

４位まで戻すことができましたが、スタート直後のタイヤが思ったより発動しなかったのが痛かっ
たですね。山下選手に交代してからは普通に戦うことができていたので、予定と大きく変わって
しまいました。これほどアクシデントがないレースは初めてではないかというくらい珍しいレー
スでしたが、そんななかでなんとか粘っての４位だったので、その点は評価できるのではないで
しょうか。次戦は鈴鹿サーキットでのレースですが、相性としてはあまり良くはありません。と
はいえ、今季は２戦連続の４位ということでしっかりとポイントを獲れています。今後もしぶと
く戦っていきたいですし、取りこぼしは絶対にできません。今回も一時はポイント圏外になって
しまっていたので、それを考えれば良い結果だったかもしれませんね。

DRIVER　 大嶋 和也　Kazuya OSHIMA

DRIVER　 山下 健太　Kenta YAMASHITA

DIRECTOR　高木 虎之介　Toranosuke TAKAGI



SUPER GT 第２戦 富士スピードウェイ　リザルト

５月３日　公式練習（GT500）

５月４日　決勝レース（GT500） 2023 AUTOBACS SUPER GT
ポイントランキング（GT500・トップ 10）

※サクセスウエイトについて

５月３日　公式予選（GT500）

Pos. No. Car Driver Tire Time

1 100 STANLEY NSX-GT 山本尚貴／牧野任祐 BS 1’27.629

2 14 ENEOS X PRIME GR Supra 大嶋和也／山下健太 BS 1’27.639

3 16 ARTA MUGEN NSX-GT 福住仁嶺／大津弘樹 BS 1’27.857

4 37 Deloitte TOM’S GR Supra 笹原右京／ G. アレジ BS 1’27.860

5 36 au TOM’S GR Supra 坪井翔／宮田莉朋 BS 1’27.874

6 8 ARTA MUGEN NSX-GT 野尻智紀／大湯都史樹 BS 1’28.043

7 38 ZENT CERUMO GR Supra 立川祐路／石浦宏明 BS 1’28.107

8 1 MARELLI IMPUL Z 平峰一貴／ B. バゲット BS 1’28.124

9 17 Astemo NSX-GT 塚越広大／松下信治 BS 1’28.167

10 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本雄資／阪口晴南 YH 1’28.238

11 3 Niterra MOTUL Z 千代勝正／高星明誠 MI 1’28.244

12 23 MOTUL AUTECH Z 松田次生／ R. クインタレッリ MI 1’28.282

13 24 リアライズコーポレーション ADVAN Z 佐々木大樹／平手晃平 YH 1’28.344

14 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口雄飛／中山雄一 BS 1’28.578

15 64 Modulo NSX-GT 伊沢拓也／太田格之進 DL 1’28.827

Pos. No. Car Driver Tire Time/Gap

1 36 au TOM’S GR Supra 坪井翔／宮田莉朋 BS 2h33’36.151

2 100 STANLEY NSX-GT 山本尚貴／牧野任祐 BS 28.519

3 17 Astemo NSX-GT 塚越広大／松下信治 BS 49.37

4 14 ENEOS X PRIME GR Supra 大嶋和也／山下健太 BS 50.466

5 3 Niterra MOTUL Z 千代勝正／高星明誠 MI 58.159

6 37 Deloitte TOM’S GR Supra 笹原右京／ G. アレジ BS 59.585

7 23 MOTUL AUTECH Z 松田次生／ R. クインタレッリ MI 64.91

8 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口雄飛／中山雄一 BS 65.169

9 1 MARELLI IMPUL Z 平峰一貴／ B. バゲット BS 80.099

10 16 ARTA MUGEN NSX-GT 福住仁嶺／大津弘樹 BS 81.199

11 8 ARTA MUGEN NSX-GT 野尻智紀／大湯都史樹 BS 1Lap

12 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本雄資／阪口晴南 YH 1Lap

13 38 ZENT CERUMO GR Supra 立川祐路／石浦宏明 BS 1Lap

14 64 Modulo NSX-GT 伊沢拓也／太田格之進 DL 1Lap

15 24 リアライズコーポレーション ADVAN Z 佐々木大樹／平手晃平 YH 5Laps

Pos. No. Car Driver Tyre Time

1 100 STANLEY NSX-GT 山本尚貴／牧野任祐 BS 1’26.420

2 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本雄資／阪口晴南 YH 1’26.496

3 16 ARTA MUGEN NSX-GT 福住仁嶺／大津弘樹 BS 1’26.609

4 14 ENEOS X PRIME GR Supra 大嶋和也／山下健太 BS 1’26.743

5 24 リアライズコーポレーション ADVAN Z 佐々木大樹／平手晃平 YH 1’26.779

6 36 au TOM’S GR Supra 坪井翔／宮田莉朋 BS 1’26.786

7 8 ARTA MUGEN NSX-GT 野尻智紀／大湯都史樹 BS 1’26.816

8 17 Astemo NSX-GT 塚越広大／松下信治 BS 1’26.953

9 3 Niterra MOTUL Z 千代勝正／高星明誠 MI 1’27.538

10 23 MOTUL AUTECH Z 松田次生／ R. クインタレッリ MI 1’27.584

11 37 Deloitte TOM’S GR Supra 笹原右京／ G. アレジ BS 1’27.649

12 1 MARELLI IMPUL Z 平峰一貴／ B. バゲット BS 1’27.704

13 38 ZENT CERUMO GR Supra 立川祐路／石浦宏明 BS 1’27.864

14 64 Modulo NSX-GT 伊沢拓也／太田格之進 DL 1’27.912

15 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口雄飛／中山雄一 BS 1’28.286

Pos No Driver Total
サクセス
ウエイト

1 23 松田次生／ロニー・クインタレッリ 25 50

2 3 千代勝正／高星明誠 21 42

3 36 坪井翔／宮田莉朋 20 40

4 100 山本尚貴／牧野任祐 16 32

5 14 大嶋和也／山下健太 16 32

6 17 塚越広大／松下信治 15 30

7 8 野尻智紀／大湯都史樹 11 22

8 1 平峰一貴／ベルトラン・バゲット 7 14

9 38 立川祐路／石浦宏明 6 12

10 39 関口雄飛／中山雄一 6 12

SUPER GT ではシリーズ創設当初から成績による性能引き下げのため、重りを積む独自のハンデシステムを使用しており、
2021 年からは『サクセスウエイト』という名称となっています。
2021 年の規則では、GT500 クラスでは第１戦から第６戦まで獲得ポイント×２kg を搭載しなければならず、参戦７戦
目は獲得ポイント×１kg、参戦８戦目は獲得ポイント×０kg となります。
GT500 クラスでは車体の特性上、重りの搭載は 50kg までで、以降はエンジンに噴射する燃料の流量を減らす＝燃料流
量リストリクターの数値を減らし、パワーを下げることが併用されます。GT500 クラスのサクセスウエイトの数値は下
記のとおりです。しばしばチームやドライバーは出力ダウンの段階によって「1 リスダウン」「2 リスダウン」といった業
界用語で表現します。

サクセスウエイト数値 0 〜 50kg 51 〜 67kg 68 〜 84kg 85 〜 100kg

車載ウエイト 0 〜 50kg 34 〜 50kg 34 〜 50kg 35 〜 50kg

燃料流量リストリクター 95.0kg/h 92.6kg/h 902kg/h 88.0kg/h



ROOKIE Racing の活動は、多くの皆さまのご協力によって支えられています


